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寺
村
地
区
で
今
年
も
元
旦
、
恒
例
の
「
お
な
ば
れ
」
が
地
元
の

有
志
に
帰
省
し
た
人
た
ち
も
加
わ
り
、
無
病
息
災
を
祈
願
し
、

三
㎞
を
練
り
歩
い
た
。

国の施策に憤りを感じる…2Ｐ
田村公園は利用価値がない…4Ｐ

県警に異議申し立てを…11・12・15Ｐ
橋本議長、総務大臣表彰を受賞…16Ｐ
ここが聞きたいQ&A…18Ｐ

スクールバス事故

十
二
月
定
例
会

1月2日、「成人式」に44人（対象者54人）の新成人が
出席した。（仁淀多目的研修集会施設）



厳
し
く
な
っ
た
。

政
府
の
今
ま
で
の
や
り
方

に
対
し
大
き
な
不
満
を
持
っ

て
い
る
。

町
長
は
昭
和
62
年
、
村
長

に
就
任
以
来
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
今

後
の
二
年
弱
を
ど
う
対
処
す

る
か
。

新
年
度
の
予
算
編
成
を
迎

え
、
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を

実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

の
中
、
県
が
中
山
間
対
策
と

し
て
、
地
域
の
振
興
策
を
強

化
す
る
意
味
で
19
年
度
当
初

予
算
よ
り
約
2
億
円
増
額
し

て
い
る
。
Ｎ※

　
　

Ｐ
Ｍ
等
を
積
極

的
に
活
用
し
て
事
業
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

住
民
に
夢
と
希
望
を
与
え

る
意
味
で
も
、
今
ま
で
の
経

験
と
知
識
を
最
大
限
発
揮

し
、
幅
広
く
仁
淀
川
町
の
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
、
内
外
に

し
ら
し
め
有
終
の
美
を
飾
る

施
策
を
聞
く
。

互
い
の
絆
や
ふ
れ
あ
い
の
場

が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

共
に
痛
み
を
分
か
ち
合
う

と
言
い
な
が
ら
、
弱
者
や
地

方
に
押
し
付
け
る
施
策
に
強

い
憤
り
を
感
じ
る
。
首
長
の

見
解
を
聞
く
。

三
位
一
体
改
革
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
地
方
と
都
市
の
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
。
公
共

事
業
の
抑
制
で
、
地
方
は
非

常
に
困
惑
し
本
町
で
も
、
建

設
業
だ
け
で
な
く
、
商
業
面
、

農
林
業
面
へ
も
影
響
が
あ

る
。町

内
の
商
工
業
者
は
、
自

力
で
は
生
活
し
に
く
い
状
況

で
、
労
働
者
が
職
を
失
い
、

商
業
へ
も
大
き
く
波
及
し
て

い
る
。
町
内
の
主
な
中
心
地
、

大
崎
、
池
川
、
森
を
見
て
も

後
継
者
が
少
な
く
、
生
活
が

全
議
員
が
登
壇

平成１９年１２月定例議会は、１２日・１３日に開催され、町長提出の報

告２件、条例改正・補正予算等１０件、議員提出の意見書２件を可決。

一般質問は全議員が町政の当面する課題に活発な議論を展開した。
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一 般 質 問

答

町
　
長

有
終
の
美
を

問

藤
　
原

今
、
国
の
地
方
や
弱
者
切

り
捨
て
の
政
策
に
対
し
国
民

の
怒
り
は
す
さ
ま
じ
く
、
先

の
参
議
院
選
挙
に
も
表
れ

た
。
ま
た
税
制
調
査
会
が
消

費
税
ア
ッ
プ
を
打
ち
出
し
、

世
論
の
非
難
を
あ
び
て
い

る
。天

下
り
先
に
ば
ら
ま
く
補

助
金
や
定
率
減
税
の
廃
止
に

言
及
し
「
消
費
税
を
上
げ
る

前
に
無
駄
を
削
る
べ
き
だ
」

な
ど
の
反
論
が
続
出
し
て
い

る
。
か
つ
て
、
労
働
時
間
の

短
縮
に
も
み
ら
れ
た
国
の
画

一
的
な
施
策
で
、
一
律
に
公

共
事
業
が
抑
制
さ
れ
、
建
設

業
者
に
は
死
活
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
規
制
緩
和
に
よ
り
、

小
さ
な
商
工
業
者
は
今
ま
さ

に
風
前
の
灯
火
に
な
り
、
お

問

藤
原
陽
三

答 不満を持っている

国の施策に憤りを感じる
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平
成
二
十
年
七
月
に
契
約

満
了
と
聞
く
、
今
後
の
対
応

は
。仁

淀
の
カ
ラ
タ
チ
分
収
林

平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に
交

付
税
が
少
な
く
な
り
、
第
一

に
行
政
改
革
を
考
え
た
。

18
年
3
月
に
仁
淀
川
町
行

政
改
革
大
綱
が
決
定
さ
れ
、

現
在
も
そ
の
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
沿
っ
て
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

自
主
財
源
に
乏
し
く
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
一
番

大
切
な
こ
と
は
財
政
の
健
全

化
で
あ
る
。

恒
常
的
に
支
出
し
て
き
た

町
単
独
補
助
金
、
負
担
金
、

ま
た
借
地
料
が
非
常
に
多

問

坂
本
伝
一

答

町
　
長

答

町
　
長

く
、
こ
の
見
直
し
が
欠
か
せ

な
い
。
こ
の
ま
ま
継
続
す
る

と
将
来
町
の
負
担
が
大
き
く

な
り
、
問
題
を
先
送
り
す
る

こ
と
な
く
、
整
理
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
共
有

し
解
決
策
を
見
付
け
、
議
会

に
も
協
力
を
願
う
。

中
山
間
対
策
は
県
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
吸
収
し
て
い

き
た
い
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｍ
＝
民
間
の
経
営
理

念
を
取
り
入
れ
、
効
率
的

で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
す
。

賑やかな時もあった（11年吾川産業祭）

答 20年7月で契約期間が満了

カラタチ分収林への対応は

（
五
八
・
八
九
ha
）
は
、
加

入
筆
数
一
五
七
筆
で
、
相
続

人
関
係
者
二
五
一
人
、
二
十

年
七
月
に
契
約
期
間
が
満
了
。

十
九
年
五
月
に
地
権
者
や

相
続
人
を
集
め
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
地
元
か
ら
は
、

「
二
五
一
人
全
員
の
同
意
を
得

る
の
は
大
変
厳
し
い
。」「
伐

採
し
て
も
木
材
価
格
の
低
迷

や
木
材
搬
出
な
ど
の
経
費
が

掛
か
り
す
ぎ
、
利
益
が
望
め

な
い
の
で
あ
れ
ば
現
状
の
ま

ま
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
、
各
方
面
の
現
状
や

実
態
把
握
を
し
、
地
元
の
意

見
を
踏
ま
え
、
議
会
と
も
十

分
議
論
し
な
が
ら
対
応
す
る
。カラタチ分収林（谷山・中宮上部）
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町
の
財
政
は
苦
し
く
、
財

政
基
金
も
二
十
三
年
度
に
は

底
を
尽
く
と
い
う
。
そ
の
厳

し
い
時
に
、
な
ぜ
田
村
公
園

な
の
か
。

田
村
公
園
は
、
合
併
前
か

ら
計
画
し
て
お
り
、
地
域
の

住
民
か
ら
公
園
、
避
難
場
所

と
し
て
要
望
も
あ
り
、
さ
ら

に
地
域
の
農
産
物
等
の
販
売

で
き
る
機
能
を
兼
ね
備
え
、

再
来
年
度
以
降
の
整
備
実
施

を
計
画
し
て
い
る
。

財
政
の
厳
し
い
時
に
、
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
な
ら
良

い
が
、
公
園
は
利
用
価
値
が

な
い
。

吾
川
村
時
代
か
ら
計
画

し
、
吾
川
地
域
の
振
興
を
図

る
基
金
と
し
て
積
み
立
て
た

も
の
で
あ
り
、
将
来
は
地
域

活
性
化
の
一
つ
の
核
に
な
る

よ
う
進
め
て
い
る
。
総
額
的

な
予
算
は
ま
だ
立
て
て
い
な

い
が
、
土
地
取
得
の
費
用
を

計
上
し
た
。

答 地域の要望だ

田村公園
利用価値がない

地域住民の要望で、ふれあいや避難目的に整備が進められる田村公園用地（約7,600fl）

問

岡
田
良
成

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

町
　
長



雇
用
が
な
く
、
生
活
が
苦

し
く
、
町
民
が
生
き
る
た
め

に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
聞
こ
え
る
。
農
業
、
林

業
、
商
工
業
に
対
し
、
考
え

を
問
う
。

九
割
を
占
め
る
森
林
資
源

の
利
活
用
は
森
林
振
興
に
直

結
す
る
と
共
に
、
雇
用
拡
大
、

環
境
保
全
の
面
か
ら
も
不
可

欠
な
取
り
組
み
と
考
え
る
。

森
の
工
場
は
雇
用
の
拡
大

に
つ
な
が
り
、
農
業
生
産
の

基
幹
作
物
は
、
茶
や
ト
マ
ト

が
挙
げ
ら
れ
、
現
金
収
入
に

つ
な
げ
る
に
は
、
生
産
、
加

工
、
販
売
ま
で
の
一
環
し
た

体
制
作
り
が
急
務
で
あ
る
。

商
工
業
の
振
興
、
町
内
外

の
交
流
人
口
の
拡
大
や
、
町

外
に
流
出
す
る
金
を
、
町
内

で
循
環
さ
せ
る
し
く
み
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
食
材

は
、
約
一
億
円
の
仕
入
れ
を

し
て
い
る
が
、
町
内
の
農
業

者
と
連
携
を
取
り
、
所
得
の

上
が
る
行
政
が
で
き
な
い

か
。吾

川
ふ
れ
あ
い
広
場
（
土

曜
開
市
）
は
、
年
間
売
り
上

げ
が
約
一
二
〇
〇
万
円
あ
っ

た
が
、
復
活
し
て
は
。

原
材
料
は
外
部
か
ら
仕
入

れ
て
い
る
。
地
域
内
の
連
携

を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
地
域

が
自
主
性
を
持
ち
、
行
政
が

支
援
で
き
れ
ば
一
番
良
い
。

今
後
は
互
い
に
知
恵
を
絞
っ

て
い
き
た
い
。

町
内
で
消
費
す
る
よ
う
、

指
導
し
て
い
き
た
い
。

㈱
晃
立
は
安
居
の
キ
ノ
コ

工
場
を
無
償
で
貸
す
と
聞
い

た
が
、
対
応
す
べ
き
で
は
。

検
討
す
る
。
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町
は
90
％
が
森
林
で
、
町

予
算
の
1
％
が
七
五
〇
〇
万

円
。
作
業
道
に
思
い
切
っ
た

予
算
を
付
け
る
べ
き
だ
。

林
業
の
効
率
的
な
経
営
を

進
め
て
い
き
た
い
。
た
だ
、

林
道
、
作
業
道
が
合
計
で
五

〇
〇
㎞
以
上
整
備
さ
れ
て
お

り
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

大
事
。
森
の
工
場
は
大
変
厳

し
い
財
政
だ
が
、
整
備
し
た

い
と
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
。不

況
で
、
生
活
が
苦
し
い

の
が
実
態
で
あ
る
。
町
内
消

費
を
す
る
よ
う
、
建
設
業
界

も
、
町
内
で
資
材
を
購
入
す

る
よ
う
指
導
す
べ
き
だ
。

答

副
町
長

問

岡
　
田

答

副
町
長

問

岡
　
田

作
業
道
に

思
い
切
っ
た
予
算
を

問

岡
　
田

キ
ノ
コ
工
場

答

副
町
長

ふ
れ
あ
い
広
場
の
復
活
を

地
域
の
自
主
性
を
尊
重

答

14年開業時は1,000万円の売り上げがあった「ふれあい広場」（大崎）

問

岡
　
田

問

岡
　
田

答

副
町
長

答

副
町
長

キノコ工場（安居）


